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1) 松林清明 (2004)実験動物としてみたニホンザル

の特性.第 3回 RR2002企画シンポジウム (2004

年 10月,東京)｢ニホンザル｣バイオリソースプロ

ジェク トニュースレター 1(3):2.

2.大学院

2004年 (平成 16年)度大学院生

生物科学専攻 (霊長類学系)

氏名 学年 指導教官

石川直樹 Ml 三上章允

鈴木智起 Ml 茂原倍生

鈴木真理子 Ml 森明雄

張鵬 Ml 渡連邦夫

C.A.D.Nahallage Ml(2004.10で Michael

M2) A.Hu瓜nan

森正樹 Ml

山口智恵子 Ml

山本真也 Ml

木場礼子 M2

Rizardi 'M2

親川千砂子 DI

JeongA-Ram D1

託見健 Dl

林美里 Dl

櫓垣小百合 (休学中) Dl

東濃篤徳 Dl

松野響 Dl

山田彩 D2

倉岡康治 D2

香田啓資 D2

深谷もえ D2

権田絵里 D3

田中美希子 D3

山本亜由美 D3

大橋岳 D3

細川貴之 D3

福原亮史 D3

中山桂 D3

猿渡正則 D4

打越万喜子 D4

波速邦夫

正高信男

松沢哲郎

上野吉-

渡連邦夫

正高信男

竹中修

林基治

松沢哲郎

上野吉-

景山節

友永雅己

波速邦夫

正高信男

正高信男

森明雄

額田穣

平井啓久

手賀田穣

松沢哲郎

三上孝允

景山節

森明雄

三上孝允

松沢哲郎

<研究概要>

アジルテナガザルの行動発達

打越万喜子

小型類人猿アジルテナガザルの発達を研究 してい

る.対象は生後から縦断的に観察してきた人工嘱育児

オス2個体だ.それぞれの,5歳 9ケ月齢～6歳 9ケ月

齢と4歳 9ケ月齢～5歳 9ケ月齢が本年度の範囲だ.そ

-64-



の身体成長と行動発達を調べた結果.次の事が明らか

になった.まず,その身体は完成に近づいた.一例と

して歯の前出を挙げると,生後 6歳 9ケ月齢までに第

三大臼歯以外の歯が全て生え揃った.次に,行動もま

た大人に近づいた.性成熟 (相通)はまだだったが,

歌行動ではそれまで持っていた成体メスに特徴的な発

声レパー トリーが消失して,オスのもののみが放った.

以上.身体と行動の結果を合わせると,対象児は依然

として発達途上にあるものの,その完成は間近だと考

えられた.

視覚探索課題遂行中の第四次視覚野の神経細胞活動

猿津正則

視覚系が目標を捉える際の視覚野の関与を検討す

るため,アカゲザルに視覚探索課題を訓練し,課題遂

行中の第凶次視覚野から単一神経細胞活動を記録した.

協力行動の研究

中山桂

昨年度に引き続き,2頭のサルが棒をひいて餌をと

る課題をおこなった.今年度は,協力関係の成立した

ペアを対象に,協力がどのような条件でおこるのか,

またどういった要因が協力関係の維持に影響するのか

を検討した.

霊長類における活性酸素消去系の研究

福原亮史

サル類のgluta山ioneperoxi血seの全アイソザイム 1

-4について cDNAクローニングと分子進化解析を進

めた.またニホンザルで各々の遺伝子の組織発現につ

いて調べ,アイソザイム特異的な遺伝子発現が見られ

ることを明らかにした.

報酬および嫌悪の予測に関わる脳内機構の解明

細川貴之

遅延色見本あわせ課題遂行中のサル前頭眼楳野か

らニューロン活動を記録 し,結果の相対的な選好性に

依存した反応をするニューロンが多く存在することを

示した.

野生チンパンジーの社会行動

大橋岳

ギニア共和国ポッソクにて野生チンパンジーの調

査をおこなった.遊動域 と各個休閑の距離を調べるた

め,オ トナオス 3個体を対象とし,GPSをもった 3グ

ループの観察者が対象個体を同時に追跡 し.それぞれ

の行動と位置を記録した.道具使用行軌 求愛行動な

どは可能な限りビデオにて記録し,その一部を国際ワ

ークショップにて発表した.

ニホンザルの地域変異に関する形僚学的研究

山本亜由美

ニホンザルの形態的な地域変異を頭骨と歯牙を用

いて計測 ･非計測の両面から調査 した.また鼻腔内-

の異所性萌出歯が認められたニホンザルの症例報告を

行った.

チャイロキツネザルの典団生物学

田中美希子

マダガスカルのべレンティ私設保護区に生息する

チャイロキツネザル雑種集団の生憶学的および遺伝学

的特徴を明らかにすることを目的とし.2003年度まで

の現地調査で得られた敗色体標本および行動観顛デー

タの解析をおこなった.椎種苑団の基礎となったとさ

れる2種のチャイロキツネザルと比較し,雑種熊田の

各個体の染色体数および飴色体榊成を解析 した.

ポリネシア人の手足の生体計測依の研究

権田絵里

ポリネシアの トンガ人の生体計測値データから,

彼等の手足の形態的特徴を分析する.

同所的に生息するCeTCOPiLhec肘属3種の遊動パターン

深谷もえ

レッドテイルモンキー,ブルーモンキー,ロエス

トモンキーの遊動ルー ト.採食場所.採食品目を各種

の終日個体追跡により明らかにした.

霊長類の音声コミュニケーションの研究

香田啓貴

生息環境の物理的特性が異なる 2地域の野生ニホ

ンザル群を対象に,コンタク トコールの発声頻度を計

測 し比較検討した.予測どおり視界の悪い環境ではニ

ホンザルの発声頻度が高く,地域差の存在を明らかに

した.さらにその地域差はオ トナ個体のみで見られコ

ドモ個体では見られなかった.この結果から.ニホン

-65-



ザルのコンタク トコールの発声頻度とその発達的変化

は環境の影響を受けることが示唆された.

霊長類における情動信号の神経処理機構の解明

倉岡康治

霊長類の情動信号処理に関わる神経機構について

調べるために,同種個体の表情や音声を刺激に用いて,

アカゲザル肩桃核および上側頭溝より単一神経細胞応

答を記録した.情動価と個体性を要因とする分散分析

の結果,上側頭溝より肩桃核のほうが情動処理におけ

る寄与が大きいことが分かった

農作物被害を起こす野生ニホンザルの生態学的研究

山田彩

農作物被害を起こしている複数のニホンザル野生

群を対象にその土地利用を調査し,解析した.

チンパンジーにおける運動する物体の視知覚

松野響

チンパンジーを対象に,視覚課題の学習実験をお

こなった.方向弁別の時空間特性,衝突事象の知覚に

っい■て調べ,その結果をヒトの視知覚特性と比較検討

した.

ニホンザルのス トレス評価のためのcalreliculin(Crt)

ELISA法の確立

東浪鴬徳

cr=まス トレスタンパク質として知られ,血中濃度

が測定できればス トレス指標となりうる.本研究では

ニホンザル Crtの ELISA法の開発とそれを用いたス ト

レス評価系の確立を目指した.また,作製 した抗体の

特異性をlmmunoblottingによって明らかにした.

チンパンジーの対象換作と道具使用における認知発達

林美里

チンパンジー乳児および成体において,対象換作

と道具使用という視点から認知発達研究をおこなった.

ヒトと直接比較可能な課題を用いてチンパンジーの対

象換作を調べ,その換作を記述する方法を開発した.

また,飼育群と野生群の双方で道具使用の実験をおこ

なった.

マカクサル神経内分泌細胞の形態解析

託見健

成体メスアカゲザル視床下部に存在するGnM 分

泌細胞の形態を蛍光色素注入や免疫組織化学の手法に

より解析した.

霊長類のサイ トカインおよびサイ トカイン受容体遺伝

子の発現比較

JeongA-Ram

RealTimePCR汝でサイ トカインおよびその受容

休遺伝子の発現比較をヒトを含む霊長類で種間比較し,

ホミノイ ド特異的な発現特性を見出した.

アジルテナガザルの種特異的音声における変異性

親川千砂子

アジルテナガザルの種特異的音声の中でも特徴的

な rグレー トコール｣を対象として,その変異性の構

造を l)個体間変異,2)地域間変異という観点から検討

した.音響分析の結果,l)グレー トコールに個体性が

あること,2)グレー トコールに音響的な地域差が見ら

れること,が明らかとなった.また,個体間の変異性

はグレー トコールの中間部分に,地域間の変異性は最

初の部分に強く現われる可能性が示唆された.

(a)Socialdevelopmentofaggressivebchayiorilla

captivegroupofJapanesemonkeys,Maraca/uscala.P)

Historicalchngeofthedistributionolhrge･aJtd

mediuJn-SizedmammalsinWestStmatra,InJomcsh.

Ri2ardi

(a)Iam studying-howmonkeysacq血eaggressive

behaviorpattemsandhowdoesitdevelopsince2002.(りI

studyonthepresentdistributionoflarge･andmedium ･sized

mammlstomakeabaselinedatabaseforthosespeciesin

WestStmatra,hdonesia.Icollectsomerelatedinformation

suchasfolkloresandhuntingpressuresonthem.

ニホンザルにおける同種他個体の性弁別

木場礼子

ニホンザルを対象に,同種他個体の写真を用いて,

性のカテゴリーに基づいた弁別が可能かどうか,弁別

学習をおこなった実験と,視覚性対呈示課題の2つの

手法を用いて検討 した.刺激写真がアダル ト個体 (7

歳以上)の場合では性のカテゴリーに基づいた弁別は

可能であった.一方,刺激がノンアダル ト個体 (3-6
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顔)の写其の場合では,性のカテゴリーに基づいた弁

別は難しいようであった.

トークンをめぐるチンパンジー2個体間の社会的交渉

山本克也

トークンをめぐる競合場面を設定し.おとな 2個

体もしくは親子の間でみられる社会的交渉を実験的に

調べた.母子の間でコインの分配が起こることをみつ

けた.

ニホンザルにおける発声行動の柔軟性

一山口智恵子

給餌者の注意状態の違いが,ニホンザルの発声行

動に与える影響を調べた.ニホンザルは給餌者の注意

が自分に向いている時よりも向いていない時に頻繁に

発声することが分かった.

ニホンザルによる針葉樹人工林の利用様式

森正樹

人工林の管理状態がニホンザルの土地利用に与え

る影響を明らかにするため.分析に必要なデータを収

集した.

StonehaJtdlingandobjectmaJtjpuhtionofJapanese

macaques(Maraca/MCala),intttecaptiveTAhhama

troopatPRIIInuyama

CharmalieA.D.Nahallage

ニホンザルの飼育群の石遊びについて,人口学的

要因,環境要因や社会要因がどのような影響をあたえ

る由か調査しています.たとえば,石遊び行動がどの

ように個体間や世代間に伝播するかなどを調べていま

す.その結果を餌付け群と比較しています.種間比較

のため,PRlアカゲサル (インド)群の研究も行ってい

ます.石遊びの集団間比較をするために.京都嵐山群

と小豆島群の二つの群れの研究もしています.

I(1)Extra urge dustersofJ叩aneSe mOrLkcys h

Shodoshimk (2)Eye colorvarhtlon oIJapJleSe

monkeyshtheirnabrehbJfaI.

張鵬 (ZhangPens)

(1)To suⅣey 也e composition orclusters in

ShodoshimaandTakasakiyama,andanalyzefactorsleading

Shodoshimamonkeysformingextralargeclusters.(2)Blue

coloreyesofJapanesemonkeyswasobservedboth in

Shodoshima groups and in Takasakiyama groups.

･Distributionoftheseblueeyemonl(CysisgoingtObe

continuallymonltored.

ニホンザルにおける群れの空間的まとまりの維持に関

する研究

■鈴木真理子

屋久島に生息するヤクシマザルを対象に,群れと

しての空間的まとまりがいつ,何によって保たれてい

るかについて予備調査.および解析をおこなった.

マカク属における歯の形態変異の研究

鈴木智起

化石マカクの分類や系統解析をするためにマカタ

属の歯冠の近遠心径および頬舌心径を計測し,歯にお

ける種間変異を分析した.

眼球運動課題遂行中のサル前頭連合野におけるニュー

ロン活動の解析

石川直樹

色弁別と記憶を伴う眼球運動課題遂行中のサル前

頭連合野から,ニューロン活動を記録 ･解析した.

<研究某続>
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Behaviour141(10):1279-1296.

総説

1) 金岡康治,中村克樹 (2004)サルにおける社会的
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4) 林美里 (2004)ちびっこチンパンジー (第35回)

入れ子のカップ.科学 74(ll):1364-1365.

学会発表等

1) KuraokaKojiHNakamuraKatsuki･(2004)Am ygdala

neuronsconveymoreemotionalinfomlationthan

netuonsinthesuperiortemporalsulcusdoinmonkcys.

SocietyforNeuroscience(Oct.2004,San Diego,

U.S.A.).

2) MatSunO,T.(2004)Visualperceptionorcollisions

betweenmoⅥngobjectsinchimpanzees･XXCongress

or山ehtemationalPrimatologicalSoci吋 (Åug.2004,

Torino,Italy)FoliaPrimatologica75(SupplementI):
299.

3) Zhang,P.,Watanabe.K.(2005)Extralargeclustersof

Japanese monkeys in Shodoshima･ . Recent

pcrspectivesondiversltyandevolutionofprimates.

21c COE htemationalSymposium (Mar.2005,

huyama,Japan).

4) Hnyashi,M.(2004)Hierarchical combination of

muldpleobjectsinchimparLZeeSandhumans.The20th

IntcmationalPrimatologicalSocietyCongress(Aug.

2004,Torino,Italy).

5) Hayashi,M.(2004)Objectmanipulationandtool-use

inchimpanzees.The2ndHOPEWorkshopin Italy

"Tool･use:chlmpanzeesandcapuchinsfacetoface.'

(Aug.2004,Cogne,Italy).

6) Hayashi,M.(2005)Stackingcylinderblocksin

chimpanzees.The3rdHOPEhtemationalWorkshop

pComparativeCognitiveScience:Recenttopicsof

Avian andPrima'tespeciesl･Odar･2005,Kyoto,

Japan)･

7) Itoh,M.,Mori,T.,Takumi,K･,Kojlma,C･,Watanabe,

G.,Taya,K.,Hayashi,M.,Takenaka,0.,Shimizu,K.

(2004) Effects of oral administration of

Diethylstilbestrolin macaquetestis.37th Am 1ml

meetingSocietyfbr仏eStudyorReproduction(Aug･

2004,Vancouver,Cana血)BiologyorReproduction

SpecialIssue:262.

8) MatsunO,T.,Tomonaga,M.(2004)Contextualeffects

on the perception ofthe collision events in

chimpanzees(PmZtT･OgLo砂tes)andhununs(Homo

sapt'ens)IThe2ndIntemationalWorkshopforYoung

PsychologlStSOn Evolution and Developmentof

Cognition(Nov.2004,Kyoto,Japan)･

9) MatsunO,T.(2005)Visualperceptionofambiguous

"collision'●eventsinchlmpanzees.The3rdHOPE

intemationalworkshop:ComparativecognltlVescience.

(Mar.2005,Kyoto,Japan)･

10) Ohashi,G.(2005)Behavioralrepertoireoftoolusein

thewi1dchimpanzeesatBossou.nle3rdHOPE

Intemational workshop "Comparative Cognitive

Science:Recenttopicsofavianandprimatespecies"

(Marl2005,Kyoto,Japan)･

11)Oyakawa,C.,Tanaka,T･,Koda,H.(2004)Variability

intheduetofwildagilegibbons.PrimateResearch

hstitute,Kyoto Uhiversity 21ccOE htemational

Sym posium: rRecentPerspectivesonDiversityand

EvolutionofPrimates｣(Mar.2005,Inuyama,Japan).

12)Rizaldi,-(2005)Traditionalhuntingonwildboarin

WestSumtra,hdonesia.21cCOE htemational

Symposlum ,RecentPerspectivesonDiversityand

EvolutionofPrimates(Mar.2005,Inuyama,Japan).

13)Takmi ,K.,Mori,T.,Shimizu,K.,Hayashi,M.(2004)

Developmental changes in concentrations and

distributionsofnetlrOtrOPhinSin thecerebellum of

macaquemonkeys.第27回日本神経科学大会第47

回日本神経化学会大会合同大会 (sq).■2004,Osaka,

Japan)'NeuroscienceResearch 50(Supplement1):
S171.

14)Tanaka,M.(2004)HabitatuseandsocialStructtueof

brownlemursatBerentyReserve,Madagascar.XX

CongressoftheIntemationalPrimatologicalSociety

(Aug･2004,Torino,Italy)FoliaPrimatologica75

(Suppl.1):419.

15)Uchikoshi,M.,MatsuaWa,T.(2004)Behavioral

developmentofagilegibbons:From birh tolate

JuVenile･The2ndIntemationalworkshopforyoung

psychologistson evolution and developmentor

cognition(Nov.2004,Kyoto,Japan).

16)Yarrumoto,A.,Kunimatsu,Y.,hwa,k.(2005)

htranasal tooth in Japanese macaque Wacaca

fuscaLa)･2lcCOBIntemationalSymposium,Recent

PerspectivesonDiversityandEvolutionofPrimates

(Marl2005,Inuyama,Japan).

17)林美里,関根すみれな,松沢哲郎 (2004)チンパ

ンジーの積木つみ.日本発達心理学会第16回大会

(2005年 3月,神戸).

18)深谷もえ (2004)ブルーモンキーとレッドテイル

モンキーの浪群形成.第20回日本霊長類学会大会

(2004年 7月,犬山).

19)福原亮史,景山節 (2004)霊長類の GPXは組織特

異的に発現 している.日本動物学会第 75回大会

(2004年 9月,神戸)Z00logicalScience21:.

20) 林美里 (2004)入れ子のカップ課題におけるチン

パンジーの対象換作の分析.第20回日本霊長類学

会 (2004年 7月,犬山).

21)林美里,関根すみれな,松沢哲郎 (2005)チンパ

ンジーの積木つみ.日本発達心理学会第16回大会

-68-



(2005年 3月,神戸).

22) 林弟虫 (2005)入れ子のカップと積木の換作にみ

る認知発途.日本発達心理学会第 16回大会 会員

企画シンポジウム ｢物をあつか う知性の発達｣

(2005年 3月,神戸).

23)文埼府徳,福原苑史,手塚修文,果山節 (2004)ニ

ホンザルにおけるス トレスタンパク質のcDNAク

ローニングと組織での遺伝子発現.日本動物学会

茄 75回大会 (2004年 9月,神戸).

24)充溝煎徳,福原亮史,手塚修文,景山節 (2004)ニ

ホンザルにおけるス トレスタンパク質のcDNAク

ローニングと組緑での遺伝子発現.第20回日本霊

長類学会大会 (2004年 7月,犬山).

25)井上雅央,米田健一,図本佳範,藤平拓志,竹中勲,

室山泰之,山田彩 (2004)冬期の餌源 となる緑革

帯の形成条件.野生生物保護学会第 10回大会

(2004年 11月,府中)滞演要旨集 :80.

26)伊藤麻里子,藻琢磨,託見健,児嶋千尋,渡辺元,

田谷-育,林基治,竹中修,滑水慶子 (2004)内分

泌撹乱物質がオスマカクサル内分泌機能に及ぼす

影響一血中ホルモン動態 .日本霊長類学会 (2004

年 7月,犬山)霊長類研究 20∴

27)木場礼子,上野吉-,森村成樹 (2004)飼育下に

おけるゴリラの活動時間配分.第20回日本霊長類

学 会 大会 (2004 年 7 月 ,犬 山)霊 長 類研 究

20(Supplement):31･

28) 香田啓貴 (2004)ニホンザル音声が同所的に生息

するニホンジカに与える効果.第20回日本霊長類

学会大会 (2004年 7月,犬 山)霊長類研究

20(Supplement):26･

29) 香田啓資,下岡ゆき子,杉浦秀樹 (2005)野生ニ

ホンザルにおける発声頻度の地域差.京都大学 21

世紀coEプログラム｢生物多様性研究の統合のた

めの拠点形成J研究成果発表会 (2005年 2月,京

都).

30) 松沢哲郎,タチアナ ･ハムル,カテ リーナ ･クー

ブス,ドラ ･ビロ,林美里,クローディア ･ソウ

ず,水野友有,加藤朗野,山越言 (2004)ポッソク

の野生チンパンジーの大丘死と ｢緑の回廊｣.節

20回日本霊長類学会大会 (2004年 7月,犬山).

31) 松野響 (2004)チンパンジーにおける衝突事象の

知覚と視覚的文脈の効果.節20回二本霊長類学会

大会 (2004年7月,犬山).

32) 松野響 (2004)チンパンジーとヒトにおける衝突

事象の知兜.日本心理学会第 68回大会 (2004年 9

月,吹田).

33) 欝藤慈子,三上草允,細川貴之,長谷川寿-

(2004)色盲 ･､色弱の有利性.日本動物行動学会第

23回大会 (2004年 12凡 福岡)発表予稿集 :31.

34) 田中美希子 (2005)マダガスカル ･ベ レンティ保

護区のチャイロキツネザルの生息地利用と社会構

造.第52回日本生態学会大会 (2005年3月,大阪)

第 52回日本生態学会大会弼浜要旨典 :270.

35) 打越万喜子,加藤朗野,前 田典彦,松沢哲郎

(2004)アジルテナガザルの行政発達 :叔初の6年

間.第 20回日本霞長類学会大会 (2004年 7月,犬

山).

36) 山田彩 (2004)周辺環境の食物利用可能性がニホ

ンザルの環境選択に与える彫響.日本生憶学会茄

51回大会 (2004年 8月,釧路)講演要旨集 :232.

37) 山田彩,田中俊明,室山泰之 (2004)人為的環境

を利用するニホンザルの環境選択.第20回日本露

長類学会大会 (2004年7凡 犬山)怒長類研究 20:

12.

38) 山田彩 (2004)ニホンザルにおける農地利用バタ

ーンの季節変化.日本晴乳類学会 2004年度大会

(2004年 10月,厚木)日本晴乳類学会 2004年度大

会プログラム ･講演要旨典 :108.

39) 山本真也 (2004)ニホンザルの社会的などジラン

スを左右する要因.日本霊長類学会第 20回大会

(2004年 7月,犬山)霊長類研究 20(Supplement):

26.

40) 山口智恵子,泉明宏 (2004)給餌者の状憶がニホ

ンザルのフー ドコールに与える形響.日本動物行

動学会第 23回大会 (2004年 12凡 福岡)発表要

旨集 :50.

ー69-



3.学位取得者と論文題目

京都大学博士 (理学)
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